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　〈判定〉 １の運動機能が座位までであり，かつ，２の判定スコアの合計が 25 点以上の場合を超重症児











29（2017）年度の公立の特別支援学校で 8,218 名（全在籍者に対する割合 6.0％），公立の小・中
学校で 858 名となっている。人数としては文部科学省の調査対象となった 2006（平成 18）年に
は 5,901 名であったが，2016（平成 28）年には 8,116 名であり，単純に数だけで見ると約 1.4 倍
に増加している。

















本経済新聞（2018.2.20）は，国連児童基金の 2017 年時点における，生後 28 日未満の乳児の死
亡率について取り上げ，日本が最も低く「赤ちゃんが最も安全に生まれる国」であるとしてい
る。また世界保健機関（WHO）の 2018 年の統計（データは 2016 年）によると，生後 1カ月未









文部科学省の平成 29 年度（2017.12.25 更新）学校基本調査によると，小学校在籍者が 6,448,658
名，特別支援学校在籍者が 141,944 名。計 6,590,602 名である。そして就学猶予，免除の措置を
受けている者は，就学免除者が 1,839 名，就学猶予者が 818 名，1年以上居所不明者が 43 名，平
成29年の年間での死亡者が218名である。学齢児童の内約0.04%が何らかの理由で就学を猶予
又は免除されていることになる。その内超重症児に該当すると思われる病弱・発育不完全を理
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道府県（人口約 140 万人）の特別支援学校（15 校）の内 400 名近い児童生徒が在籍する大規模
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1 事例であり代表性には欠けるが，テキストマイニング（KH Corder 3Folder 使用）の手法
を用いて母の語りを分析した。意味のある言葉としては「A」が 76 回，「学校」が 61 回，「やっ
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